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超伝導ナノワイヤ単一光子検出器（SNSPD: Superconducting nanowire single photon detector）は、

高効率、低ジッタ、低暗計数、高カウントレートなどの優れた特性を備えた単一光子検出器であ

り、様々な分野への応用が期待されている。近年、中赤外域の光子を活用した量子技術が注目さ

れている。しかしながら、中赤外波長における単一光子検出器がなく、中赤外域で高い感度を持

つことが期待される SNSPD に注目が集まっている。 

中赤外域では光子のエネルギーが近赤外域より小さくなるため、検出器に用いる超伝導薄膜を

より薄く、細い線路の超伝導ナノワイヤを作る必要がある。また、高効率な中赤外域の光子検出

のためには、導入した光を超伝導ナノワイヤに吸収させる必要がある。本研究では、Ta2O5 と Si

を積層させた誘電体多層構造を使って中赤外光域の光子の吸収率を最大化した基板上に超伝導ナ

ノワイヤを作成した。 

誘電体多層構造は評価に用いる中

赤外域の光源の波長（2 mと 4.3m）

に合わせて設計を行った。超伝導体に

は NbTiN を用いている。基板の表面処

理及び、NbTiNの厚み、超伝導ナノワ

イヤの線幅を複数条件で振って最適

化を行い、波長 1300 ~ 2000 nm で

SNSPD システム効率を評価した。図１

に示すように、出力カウントが高バイ

アス領域で十分飽和しており、2 mの

光波長でも高い内部効率を持つ超伝導ナ

ノワイヤを実現できた。詳細は講演で報告する。 
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Fig 1. Internal efficiency in the near to mid-infrared 
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